教養研究センター基盤研究『身体知プロジェクト』第2回ミーティング議事録
（日時）２００５年６月２１日（火）　18時30分～20時30分
（場所）来往舎、１０１，１０２

（出席者）小菅隼人、近藤明彦、熊倉敬聡、篠塚憲一、手塚千鶴子、武藤浩史、横山千晶　（あいうえお順、敬称略）
　　　　

（議事録）
議題１．「身体知」プロジェクトの目的と方法について
１）「身体知」の意味について
・現場での認識から生まれるもの
身体は私たちの存在の根幹そのものである。よって身体知とは何かということはホリスティックな存在そのものを問うのと一緒であり、客観的に見ても答えは出ないだろう。われわれが行うべきことは「教育という現場の中での身体知」である。現在演劇や美術の方面でもいかに教育に専門的な表象文化を活かしていくのか、ということが議論のテーマとなっている。同じように我々が個々に教える場、研究する場でどのように身体と向き合っているかをまず認識する必要がある。そこからすべてが始まるだろう。

・理論と経験をつなぎ、絶えず両者を変化させていくもの
1980年代から舞踏・舞踊の評論の中で使われはじめた身体知という言葉が、教育とリンクす
るものとして慶應義塾の中で使われたのは、『グランドデザイン』中の記述が初めてであろう。
その中で考えられた身体知の位置は、議論と経験の2サイクルのハイブリッド的な存在、もしく
はクロスする交差点である。常に理論と経験・実体験をひとつのサイクルとして昇華していく中
から立ち上ってくるものが身体知であろう。このサイクルは絶えず3次元のものであり、経験に
よって試されることで理論と議論も絶えず変わっていくのである。ただし、理論と経験という2分
割は必ずしも常に図られるものではなく、ある意味でこの2文法をどこかで突き崩していく新た
な知のあり方も同時に考えていく必要があるだろう。
・「身体知」とはコミュニケーション能力である。
人間とは群生するグループである。つまりその中でさまざまな手段を使ってコミュニケーション
を図るのだとすれば、それは身体を必ず経由するものである。そのコミュニケーション能力こそ

身体知といえるであろう。また、それを理論とどうつなげるか、そして現実とどのように融合さ
せるのか、が研究の基盤となろう。まずはこのコミュニケーションの現場とその現場認識の場

があるということがもっとも大切である。現代の生活の中ではこのコミュニケーション能力が希

薄になりつつある。
２）「歴史」の重要性

　・過去の「歴史」認識の重要性
身体的な教育は常にボディ・ポリティクスとして政治的な思惑と関係付けられてきたこともまた
認識する必要がある。たとえば日本においては学校教育の中に身体的なものを取り入れるこ
とは長らく政府、文科省が嫌ったという事実がある。学芸会の是非、学校教育の中での演劇
の是非の議論、体育教育の変遷を歴史的に考察することは、現在の身体知教育の位置づけ
を行う上で重要であろう。
・現在の事象として参加し、アーカイブ化する重要性

パフォーミング・アーツの観点から考えると、リチャード・シェクナーの言葉は大変重要である。
彼が述べるように。パフォーミング・アーツの研究対象は「ビヘイビア」である。また、研究者は
客観的に事象を観察するだけでなく、参加者でなくてはならない。つまり自己言及的でなくては
ならない。同時にパフォーミング・アーツは常に社会的な実践にさらされているので、その視点

はニュートラルではない。これらを踏まえた点で我々は大学の教養教育として身体知を考えると
いう姿勢をきちんと構築することが大切だろう。つまり、「参加」し、「観察」し、同時に時代の事
象として「アーカイブ化する」ということである。このアーカイブとは、単に言語化されたものに限
らないだろう。言語化できないリアルな体験としてそれを残す方法も模索しなくてはならない。

３）本プロジェクトが目指す「身体知」とは

・教養教育としての位置づけ

　 専門的な教育とは一線を画する「教養教育」としての身体知教育を考える。
・歴史と現場を知る。同時に記録を残す。
プロジェクトの中で大切なことは、歴史的な概念の変遷を追うと同時に、現代自分たちが身を置
き、携わっている現場の認識を互いにオープンにすると同時に意見交換のよすがとすることで

ある。また、議論や成果は必ず記録として残していくことも重要である。また、成果の発信は言
語化されたもので残す以外のさまざまなメディアを駆使しながら記録としていく方法を考えるべ
きであろう。その中で新たに「理論」と「経験」という2項対立を突き崩すループホールも見えてく
るかもしれない。
・実践の場とのタイアップをはかる。
研究会での議論から新たな教育実践の場を設け、そこでの経験をプロジェクトにフィードバック
していく。

・教育者の認識を促す場とする。

教養教育としての身体知を考える前に、教職員の意識をも喚起する必要があろう。つまり、教育に携わるものたち自身が、自ら「身体知」を意識し、教育する立場であると同時に身体知を学ぶ場とする。

　　　
議題２．　これからのプロジェクト運営の仕方
　　１）メンバーについて

　　コア・メンバーを中心メンバーとしてオープンな形での参加を呼びかける。自然科学系統の
人々や職員・他キャンパスの教職員にも呼びかけを行う。コア・メンバーは運営に関してのリエ
ゾン・チームとして機能する。
２）プロジェクトの運営方法について

このプロジェクトの運営そのものをひとつの実験場にしてみる。座長や幹事を決めるのではなく、オーガナイザーを各回、持ちまわりで決め、オーガナイザーは自由な形の討議の場を作り上げる。場所や集合形態も特定しない。むしろ空間としてのキャンパスを最大限に活かしながら議論の場を自ら作り出し、ほかの人々を巻き込んでいく形にしたい。同時に、さまざまな講師を招いての勉強会や、ワークショップへの参加なども積極的に行いたい。
３）報告・発信について

各研究会の報告は随時教養研究センターのホームページにて公開するものとする。また、成果については言語化された報告書以外にもさまざまな方式で記録し、公開できるようにしたい。

４）これからの研究会日程について

月一回の割合で行っていく。

次回開催は2005年度7月22日（金曜日）
次回オーガナイザー：熊倉敬聡君

場所と時間は追って連絡する。また、次回から研究会は自由参加型で行う。

（文責・横山千晶）
